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本
法
律
案
は
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
し
、
基
本
理

念
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
基
本
理
念

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
は
、
内
水
面
漁
業
が
水
産
物
の
供
給
の
機
能
及
び
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
国

民
生
活
の
安
定
向
上
及
び
自
然
環
境
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
内
水
面
漁
業
の
有
す
る
水
産

物
の
供
給
の
機
能
及
び
多
面
的
機
能
が
適
切
か
つ
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
国
民
が
そ
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

二
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

国
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を

有
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
し
、
国
と
の
適
切
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な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
自
然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
こ

れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
基
本
方
針
等

農
林
水
産
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
協
議
し
、
そ
れ
ら
の
同
意
を
得
る
と
と
も
に
、
水

産
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
方
向
等
を
内
容
と
す
る
内
水
面
漁
業
の
振

興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う

）
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
は
、
内
水
面

。

水
産
資
源
の
回
復
及
び
内
水
面
に
お
け
る
漁
場
環
境
の
再
生
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
基
本
方
針
に
即
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
施
策

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
内
水
面
水
産
資
源
の
生
息
状
況
及
び
生
息
環
境
等
に
関
す
る
調
査
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と

と
す
る
と
と
も
に
、
内
水
面
水
産
資
源
の
回
復
、
内
水
面
に
お
け
る
漁
場
環
境
の
再
生
、
内
水
面
漁
業
の
健
全
な
発
展
に
関

す
る
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
指
定
養
殖
業
の
許
可
及
び
届
出
養
殖
業
の
届
出
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漁
業
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
水
面
以
外
の
水
面
で
営
ま
れ
る
養
殖
業
で
あ
っ
て
、
当
該
養
殖
業
に
係
る
内
水
面
水
産
資

源
の
持
続
的
な
利
用
の
確
保
又
は
内
水
面
漁
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
の
た
め
養
殖
業
を
営
む
者
等
に
つ
い
て
制
限
措

置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
政
府
間
の
取
決
め
そ
の
他
の
関
係
上
当
該
措
置
を
統
一
し
て
講
ず
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
政
令
で
定
め
る
指
定
養
殖
業
に
つ
い
て
の
許
可
制
度
と
と
も
に
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
指
定
養
殖
業
以
外
の
政
令
で
定
め
る
届
出
養
殖
業
に
つ
い
て
の
届
出
制
度
を
創
設
し
、
指
定
養
殖
業
者
及
び
届

出
養
殖
業
者
は
、
そ
の
養
殖
業
に
係
る
実
績
報
告
書
を
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

六
、
協
議
会

都
道
府
県
は
、
内
水
面
の
共
同
漁
業
権
者
の
申
出
に
基
づ
き
、
内
水
面
水
産
資
源
の
回
復
、
内
水
面
に
お
け
る
漁
場
環
境

の
再
生
そ
の
他
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
し
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府

県
、
共
同
漁
業
権
者
、
河
川
管
理
者
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

七
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
養
殖
業
の
許
可
及
び
届
出
養
殖
業
の
届
出
並
び

に
罰
則
に
関
す
る
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す



- -4

る
こ
と
と
す
る
。

八
、
検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
内
水
面
に
排
出
又
は
放
流
さ
れ
る
水
に
係
る
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
内

水
面
に
お
け
る
漁
場
環
境
の
再
生
等
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
所

要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。


